キャンパスエコロジーに関する調査（Ⅰ）報告

京都府環境審議会・温暖化対策条例検討委員会

本年２月１６日に京都議定書が発効し、地域においても地球温暖化に対して更に実効性ある対策を講じていく必要がある事を踏まえ、京都府は、府域における地球温暖化対策を総合的・体系的に進めるための条例を制定するとして、当審議会へ『温暖化対策条例のあり方』について諮問されました。

当審議会では専門委員会を設置し検討を進める中で、京都府の人口の約7.5％を占める大学生に着目しました。そこで、本条例で大学、及び大学生を対象にした対策を適切に講じるため、『キャンパスエコロジーに関する調査（Ⅰ）』を下記の要領にて行いました。

―調査概要―


１．調査目的　：京都府下大学での温暖化対策の現状と環境への取組み実態を探る　

２．調査対象　：京都府下の主要大学（４年制大学：２９大学・短期大学：８大学）

３．有効回答数：アンケート送付３７大学中２５大学（調査対象京都府下大学の総人口比68.5％）

４．調査期間　：平成１７年６月２日（木）～平成１７年６月１７日（金）

５．調査方法　：統一基準によるアンケート調査

６．調査項目　：①キャンパスでの地球温暖化影響度実態について　

②キャンパスでの環境マネジメント実態について

③キャンパスでの環境取組みについて

―調査結果要旨―


■各大学での環境対策の取組み度合い（質・量）は、今回の調査より明らかになった各大学の環境

への取組み意欲と大学組織を構成する人数規模（学生含む）に関連する

■各大学が普遍的に取り組む事が可能で、比較的導入しやすい環境対策は学生を対象とした環境取

組み（実践・教育・啓蒙）である

　　【課題】

　　■現状の大学生を対象とした環境教育・啓蒙の主な課題として、①温暖化防止を目的とした取組み

　　　が少ない、②情報提供内容が限定的で生活全般を啓蒙するものではない、③取組み対象が一部の
学生である、の3点が挙げられる。

　　【対策】

■「各大学がそれぞれの大学に所属する全大学生を対象とした、温暖化防止を進める

ライフスタイルを促す環境教育を実施すること」を普及させる
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